
衛星重量： 約２０Kg
衛星大きさ： 20×30×44cm
電力： 約６０W
VDES搭載装置： 約1.5Kg

NORSAT2概要

VDES運用
国際機関
（日本）

航行船舶

３．取組紹介 OPRI海洋宇宙連携活動紹介（衛星VDES国際運用機関の創設に向けてた検討）

０）従来、海上VHF帯(156-162Mhs) の電話（アナログ）が利用されてきた

２）現在、次世代AIS（VDES：VHF Data Exchange System)として、双方向ディジタル通信
により、海洋における情報通信ネットワークの構築を可能とする改良が検討されている
（2019年11月にITUにて衛星を含むVDES周波数割当てが決定し、
衛星通信システムが本格的に実施可能に）

１）並行して、ディジタル化となり、船舶自動識別装置（現行AIS)が導入されている

次世代AIS(VDES)国際標準化のイメージ（海保HPより）

◆OPRIでは現在、下記ミッション達成に
向けて、技術調査・利用検討・国際連
携に関する政策研究を実施中

＜OPRIミッション＞
衛星VDES運用国際機関の立上げを通
じて世界・国益確保を図る。
（我国プレゼンス確保）

VDES衛星コンステ（約６０機）
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出典： 向け プレゼン資料（案）IALA eNAV-26 OPRI

衛星VDESを、「海事・海洋向け中速度の業務用IoT衛星通信」に

●VDES衛星は、通信＋捜索救難＋航法支援＋通信インテリジェンスの領域をカバーする(下図）。
●衛星VDESはVHF帯電波を利用するため、省電力、低コストで遠距離に確実な通信が可能なため、
小型船舶等を含めて海洋ディジタル通信インフラ構築が期待できる。
（インマルサット、SuperBird,OneWeb衛星は、指向性の高い周波数帯（ Lバンド以上）を利用）

●回線速度は中速度（最大307.2Kbps程度）であるが、人命に関わる様な業務用IoT衛星回線として期待。

Position of Satellite VDES in ocean intelligence

UHF (3G/4GMobile Phone)
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３．取組紹介



海洋宇宙連携体制の活動エリア

北極評議会
オブザーバー国

島嶼海域監
視

安全航行監視

北極域総合監視システム

東シナ海

●地政学的優位性は軍備に優る
＞我国は海洋国家。 =>多くの日本人と船が世界の海で働いている

排他的経済水域(EEZ)面積は世界第８位（中国は１１位以下）。貿易量の99.7%が海上輸送。保有船腹量は世界第２位

＞我国が調整国を行っている「世界航行警戒業務エリア」は、南シナ海・マラッカ海況を含む
＞「日米SAR協定に基づく我が国の捜索区域」を加えると、ほぼ
「自由に開かれたインド太平洋」への展開が可能

●OPRIがこれまで活動してきた国・団体との連携を継続発展していく（北極から南太平洋他へ）

日米SAR協定に基づく
我が国の捜索区域

インド太平洋域への
戦略的な貢献

12

●日本が調整国を行っている
世界航行警報業務エリアXI(下図）
をベースに活動を計画する

３．取組紹介



まとめ
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４．まとめ

●海洋分野は、広域（グローバル）・移動体の特性より、宇宙利用は必須である。
一方、世界の７割は海洋であり、宇宙ステークホルダーからみれば、資産の
有効活用先として期待できる。

●海洋分野での利用は現業の故、宇宙インフラの継続性の担保と、全世界で
利用可能（世界標準として）である事が求められている。

●未来の社会システムの在り方（２０〜３０年後予想）の中で、海洋分野では、
通信・航法・観測等を統合した利用のニーズが多く、海洋ディジタル化等、
グローバル展開可能なアプリケーションが多く含まれていることを示した。

●海洋ディジタル化への宇宙利用促進は、
①海洋国家としての地政学的優位性、
②世界の国・機関並びに人的交流を基盤とした政策展開が可能
である事を、OPRI政策研究紹介で示した。

＝＞コロナ禍を機に、海洋ディジタル化が加速する中、
世界に先駆けて、海洋と宇宙の得意分野が連携し、戦略的に開拓することで、
グローバルコモンズ（海洋・宇宙・サイバー）関連領域に於ける、我国プレゼン
スを確保に繋がるものと信じている。
（世界益・国益確保、並びに我国プレゼンスを確保に繋がる）



ご清聴有難うございました。
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公益財団 笹川平和研究所 海洋政策研究所
のご紹介

補足資料
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●2012～2013年に「海洋への衛星利用に関する調査研究委員会」を主催し提言書を発出。
●2014年12月に、C-SIGMA V（＊）を東京で主催。
（＊： Collaboration in Space for International Global Maritime Awareness. 

Guy-Tomasが会長で、衛星AIS等による海洋情報共有を促進）
●海洋政策学会の「海洋と宇宙の産学官連携方策に関する研究G」（2015～17年）で
活動継続。

●2018年1月に、 「北極の未来に関する研究会」（日本財団、政策研究大学院大学と
共同）より、第三期海洋基本計画の策定を進めている政府に、政策提言を実施。

●2018年6月の日本海洋政策学会にて、「海洋と宇宙の連携事業化に取り組むこと
を発表。

海洋宇宙連携に関するこれまでの取り組み
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出典： 日本海洋政策学会 第9回学術講演会パネル展示資料（課題研究グループ「海洋・宇宙の産学官連携方策に関する研究－海洋の総合的管理に向けて－」の研究成果）

１．海洋・宇宙連携
研究グループ提

言

日本海洋政策学会創立１０周年記念シンポジウム パネルディスカッション
平成30年6月29日 渡辺 忠一（日本海洋政策学会「海洋・宇宙連携研究」グループコアメンバー）

１
（註）日本リモートセンシング学界の北極圏情報利用システム構想を基に加筆
を実施

ファシリテーター：廣野康平（神戸大学）、北川弘光（笹川平和財団海洋政策研究所）、吉田公一（日本船舶品検定協会）、
渡辺忠一（三菱スペース・ソフトウエア株式会社）、中川智治（福岡工業大学）、藤本昌志（神戸大学）、水成剛（日本海難防止協会）

当研究会グループは、
「海洋と宇宙の連携」を
キーワードとした種々の
セミナー・シンポジウムの
開催実績をベースに研究
を進めてきた。
我が国政府へ「宇宙基本

計画と海洋基本計画との
明示的な連携」を訴えなが
ら、R&Dの促進と産業の振
興を目指す海洋立国への
課題を平成２９年６月に
「提言」としてまとめた。
同提言は、学会ホームペ

ージに掲載すると同時に、
内閣府の総合海洋政策推
進事務局並びに宇宙開発
戦略推進事務局に同時に
手交し、一緒に説明を実施
させて頂いた。
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海洋宇宙連携に関する2019年度の取組み

「第２回 海洋宇宙連携に関する勉強会」（2019年7月）
勉強会では、AI(人工知能)と衛星 VDES の 2 点の最新動向を踏まえ

て、2018 年11月 に開催した第 1 回勉強会（合宿）の議論を発展させる
ため「海洋宇宙連携を実現化するためのシステム像・ビジネス像」という
テーマで、24 名の参加者が 3 つのグループに分かれて、グル ープディ
スカッションを行った。各グループからは、「SDGs の観点からの VDES 
による商船・漁船両者の利益追求」などの具体的な提案が示された。

衛星 VDES に関する検討（2019年5月）
新たな海洋宇宙連携像の構築に向けた検討のなかで、次世代の AIS(自動船舶識別装置: Automatic 

Identification System)として想定されている VDES に着目し、「衛星 VDES 情報交換会」を開催した。ノル
ウ ェーが 2017 年に NORSAT-2(AIS+VDE)衛星を打上げて実験運用を行うなど幾つかの国 でも検討
が進みつつあることを踏まえて、検討ロードマップや衛星 VDES への期待などについて議論を行った。

「衛星 VDES による航法勉強会」(2020年1・2月）
国際電気通信連合(ITU)の会合(WRC-19、 2019 年秋開催) において、VHF帯に周波数割当が決定し、

衛星 VDESの運用に向けた整備が可能となってきたことを受けて、その実利用の一形態として、船舶間
通信の将来の可能性を検討するため、「衛星 VDES による航法勉強会」を開催した。 この成果は、
IALA(国際航路標識協会)の会議で、構築した利用形態(協調航法)の具体像を発表し、国際連携を模索
するべくプレゼン資料にまとめた（コロナ禍の為、プレゼン実施は2020年9月を予定） 。

シンポジウム「第 2 回宇宙を用いたグローバルな海洋監視に関するシンポジウム-アジア太平洋地
域 における海洋宇宙協力に向けて」を2019年10月4日に開催した(第 1 回は 2019 年 2 月に開催)。
「宇宙を用いたグローバルな海洋監視の最新技術動向と将来」（2月8日）
アジア太平洋地域における海洋宇宙協力の可能性について漁業の監視等の議論を深めた。
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衛星VDESシステム促進

（出典：http://www.kaiho.mlit.go.jp/soshiki/koutsuu/shingijyutsu.html）

衛星重量： 約２０Kg
衛星大きさ： 200×300×440mm
電力： 約６０W
VDES搭載装置： 約1.5Kg

NORSAT2概要

●現行AISは単行通信のため、更なる安全確保に向け確実に通信が可能な双方向通信の
VDESシステム (VHF Data Exchange System)への移行が計画されている。
（現在、IALA (国際航路標識協会、我国が技術委員会議長）で標準化検討を実施中）

=>MDA構築の重要アイテムであり、国益確保に重要。
●ノルウェイは、２０１７年７月にNORSAT-2（AIS＋VDE)衛星を打上げ、北極海で実験運用中
●衛星VDESに関して、2019年にITUにて衛星VDES周波数割当てが決定する予定である。
＝＞OPRIでは、衛星VDESの調査検討を実施し、国際機関を我国に誘致したいと考えている。
＝＞この為には、我国がVDES衛星を保有する必要がある。

（尚、VDES衛星は超小型衛星（約２０Kg)であり、小型ロケットで打上げ可能である）
＝＞海上保安庁で検討中の地上系VDESに加え、衛星VDES整備をオールジャパンで促進を検討。

出典：自民党 宇宙・海洋開発特別委員会
宇宙総合戦略小委員会向け講演資料(20190426)
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